
④

『
東
洋
美
術
史
』

（
既
出
）
研
究
成
果
を
も
と
に
一
層
詳
密
に
記
述
し
た

撰
と
し
て
昭
和
八
年
に
平
凡
社
か
ら
発
行
さ
れ
、
同
二
十
五
年
に
風
間
書

房
が
そ
れ
を
再
版
し
た
。

⑤

『
支
那
絵
画
史
大
系
』
大
村
西
崖
校
輯
。
大
正
十
四
年
十
月
本
校
校
友
会

よ
り
発
行
。
凡
例
に
よ
る
と
本
校
東
洋
絵
画
史
教
科
用
と
し
て
編
集
し
た

も
の
で
、
歴
代
名
画
記
、
図
画
見
聞
誌
、
画
継
の
三
冊
の
合
綴
（
漠
文
）
で

あ
る
。
西
崖
は
本
書
を
も
と
に
大
正
十
四
年
十
月
か
ら
約
半
年
ば
か
り
本

校
内
外
の
有
志
を
対
象
と
す
る
課
外
講
義
（
火
曜
日
）
も
行
な
っ
て
い
る
。

以
上
は
西
崖
の
本
校
教
師
と
い
う
職
務
を
中
心
と
し
て
み
た
場
合
の
活
動
で

あ
る
が
、
前
出
金
子
静
枝
宛
書
簡
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
西
崖
は
美
術
批
評
家

と
し
て
も
顕
著
な
活
動
を
し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
庄
司
淳
一
著
「
美
術
と

自
然

・
大
村
西
崖
の
『
自
然
』
思
想
」
（
『
日
本
の
美
学
』
第
十
号
。
昭
和
六
十
二
年

五
月
）
、
吉
田
千
鶴
子
著
「
大
村
西
崖
の
美
術
批
評
」
（
『東
京
芸
術
大
学
美
術
学
部

紀
要
』
第
二
十
六
号
。
平
成
――
一年
――一
月
）
等
の
研
究
が
あ
る
が
、
要
す
る
に
西
崖
は

京
都
市
美
術
工
芸
学
校
教
諭
時
代
に
「
彫
塑
ノ
美
術
界
二
於
ケ
ル
地
位
」
（
『京

都
美
術
協
会
雑
誌
』
第
十
七
号。

明
治
二
十
六
年
十
月
）
を
発
表
し
た
の
を
発
端
と

し
て
新
聞
や
雑
誌
に
美
術
に
関
す
る
論
説
を
寄
稿
し
始
め
、
特
に
明
治
三
十
一

年
か
ら
同
三
十
五
年
教
授
昇
格
ま
で
の
間
は
、
反
岡
倉
覚
三
派
の
美
術
批
評
家

と
し
て
筆
を
揮
い
、
美
術
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
評

論
は
上
述
の
美
学
理
論
を
土
台
と
し
、
自
然
主
義
を
提
唱
し
て
そ
れ
を
彫
刻
、

日
本
画
の
制
作
領
域
に
も
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
た
点
に
特
色
が
あ
っ
た
。
彼
は

元
声
会
、
彫
塑
会
の
発
足
を
促
し
、
明
治
三
十
三
年
春
に
両
会
が
第
一
回
展
を

開
い
て
以
来
、
極
め
て
好
意
的
な
批
評
を
書
き
、
そ
の
一
方
で
は
同
じ
く
三
十

も
の
。
な
お
、
本
書
に
図
版
を
加
え
た
も
の
が
大
村
西
崖
、
田
辺
孝
次
共

三
年
春
か
ら
顕
著
に
な
っ
た
日
本
美
術
院
の
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
ら
の
無
線

描
法
に
よ
る
彩
色
日
本
画
の
試
み
を
「
朦
朧
体
」
「
漂
滸
体
」
と
呼
ん
で
激
し

く
非
難
し
、
そ
の
た
め
、
大
観
ら
の
作
風
は
一
般
に
「
朦
朧
体
」
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
西
崖
の
評
論
は
展
覧
会
批
評
に
限
ら
ず
美
術
に
関
す
る
さ
ま

ざ
ま
の
問
題
に
亘
っ
て
お
り
、
執
筆
量
は
膨
大
で
あ
っ
た
。
彼
は
『
美
術
評

論
』
（
明
治
三
十
年
十
一
月
創
刊
。）
の
第
一
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で
主
筆
を
つ
と

め
、
こ
れ
に
岳
南
、
無
記
奄
の
筆
名
あ
る
い
は
無
署
名
で
執
筆
を
続
け
た
が
、

そ
の
一
方
で
、
本
名
及
び
無
記
竜
、

局
外
生
、

△
△
生
（
寺
山
星
川
と
共
著
）
、

無
名
子
、
書
記
生
、
海
士
な
ど
の
筆
名
で
新
聞
や
雑
誌
に
執
筆
を
続
け
た
。

⑤

楠
公
銅
像
の
完
成

皇
居
前
広
場
の
楠
公
（
楠
正
成
）
銅
像
は
第
一
巻
第
二
節
に
記
し
た
と
お
り
、

明
治
二
十
三
年
に
本
校
に
対
し
て
製
作
依
頼
が
な
さ
れ
、
本
校
の
依
嘱
製
作
事

業
の
第
一
号
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
二
十
六
年
に
木
型
が
完
成
し
、
天

覧
に
供
し
た
の
ち
、
岡
崎
雪
声
が
本
校
内
の
鋳
造
場
で
こ
れ
を
鋳
造
し
、
同
二

十
九
年
九
月
に
完
成
（
同
三
十
四
年
五
月
十
二
日
『
民
声
新
報
』
所
載
住
友
吉
左
衛
門

手
記
「
楠
公
銅
像
の
記
」
に
よ
る
）
。
以
後
校
内
に
置
か
れ
て
い
た
。
同
三
十
二
年

五
月
よ
り
宮
内
省
の
経
費
を
も
っ
て
石
台
の
建
設
が
始
ま
り
、
翌
三
十
三
年
四

月
に
ほ
ぽ
落
成
し
た
の
で
同
月
十
七
日
に
銅
像
を
本
校
か
ら
運
び
出
し
、
同
月

三
十
日
に
現
場
に
到
着
。
運
搬
の
様
子
を
当
時
の
新
聞
が
次
の
よ
う
に
伝
え
て

い
る
。

」

〇
楠
公
の
銅
像
兼
て
美
術
學
校
に
て
銹
製
中
な
り
し
大
阪
住
友
家
よ
り
宮

〔
を
〕
〔
げ
〕

内
省
へ
獣
納
す
べ
き
楠
公
の
銅
像
は
今
回
落
成
げ
告
を
去
る
十
七
日
美
術
學
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⑥
 

校
よ
り
引
出
だ
し
目
下
皇
城
に
向
け
運
搬
中
な
る
が
何
様
二
千
貫
の
重
最
を

有
し
一
丈
五
尺
の
高
さ
あ
れ
ば
其
運
搬
な
か
／
＼
困
難
に
し
て
二
週
間
以
上

を
費
や
さ
ゞ
れ
ば
皇
城
内
に
着
せ
ざ
る
べ
し
と
云
ふ
借
て
此
運
搬
方
は
神

田
美
土
代
町

一
丁
目

一
番
地
足
立
博
兵
衛
が
請
負
ひ
人
夫
二
十
名
を
以
て
曳

き
居
れ
る
が
昨
日
迄
に
は
漸
く
萬
世
橋
附
近
ま
で
引
出
し
た
る
の
み
に
し
て

之
れ
よ
り
本
通
り
に
出
で
萬
世
橋
を
渡
り
淡
路
町
よ
り
紳
田
橋
を
渡
り
丸
の

内
に
入
り
御
濠
端
に
添
ひ
日
比
谷
よ
り
櫻
田
門
に
出
で
馬
場
先
御
門
内
の
建

設
慮
ま
で
運
搬
す
る
の
豫
定
な
る
が
橋
々
に
は
ウ
ケ
を
入
れ
て
そ
れ
を
運
ぶ

の
手
順
に
し
て
其
請
負
賃
は
一
千
圃
以
上
な
り
と
云
ふ
〔
下
略
〕

（
明
治
三
十
三
年
四
月
二
十
日
『
報
知
新
聞
』
）

な
お
、
同
日
付
『
日
本
』
の
記
事
に
よ
れ
ば
銅
像
に

は
堅
牢
な
板
囲
い
を
為

し
、
周
囲
に
は
し
め
飾
り
を
施
し
、
住
友
の
定
紋
を
置
い
た
大
提
灯
を
四
隅
に

掲
げ
、
俗
に
コ
ロ
と
称
す
る
機
械
を
用
い
て
運
搬
し
た
と
い
う
。
同
年
七
月
十

日
、
据
付
工
事
等
全
て
完
成
し
た
。
台
座
の
左
側
面
に
は
記
文
を
鋳
出
し
た
銅

板
が
嵌
入
さ
れ
た
が
、
記
文
の
撰
定
と
揮
奄
に
は
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
文
学
博

士
川
田
剛
（
甕
江
）
撰
文
、
織
田
宗
之
、
文
学
博
士
重
野
安
繹
修
撰
、
岡
本
碧
巌

揮
運
の
短
い
記
文
に
定
ま
っ
て
、
こ
れ
を
本
校
が
鋳
造
し
た
。
初
め
住
友
家
お

よ
び
本
校
は
二
重
橋
近
い
場
所
に
建
設
を
希
望
し
た
が
、
軍
隊
の
調
練
に
支
障

を
来
す
理
由
を
以
て
二
重
橋
外
東
馬
場
先
門
内
の
西
南
に
建
設
さ
れ
た
の
だ
と

い
う
（
『
住
友
春
翠
』
昭
和
三
十
年
。
同
編
纂
委
員
会
）
。

今
泉
雄
作
の
辞
任

明
治
三
十
三
年
八
月
二
十
三
日
、
今
泉
雄
作
は
本
校
教
授
か
ら
東
京
帝
室
博

ま
で
本
校
嘱
託
と
し
て
考
古
学
講
義
を
担
当
し
た
。
彼
は
東
洋
美
術
学
者
と
し

一
年
一
月
ま
で
京
都
市
美
術

学
校
長
を
つ
と
め
、
同
年
五

月
十
日
、
岡
倉
覚
三
辞
職
後
の
本
校
に
戻
っ
て
教
授
と
な
っ
た
。
担
当
は
東
洋

美
術
史
、
図
案
法
、
図
案
実
習
、
東
洋
考
古
学
で
、
彼
の
転
任
に
よ
り
、
東
洋

美
術
史
は
大
村
西
崖
が
、
東
洋
考
古
学
は
小
杉
檻
咄
が
引
継
ぎ
、
図
案
法
は
今

泉
が
嘱
託
と
し
て
暫
く
こ
れ
を
続
行
し
た
。
今
泉
の
図
案
法
講
義
に
つ
い
て
は

す
で
に
本
書
第
一
巻
で
紹
介
し
た
が
、
東
洋
美
術
史
講
義
に
関
し
て
は
西
方
俊

造
筆
記
「
東
洋
美
術
史
」
が
残

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
三
十
一
年
九
月
か
ら

翌
三
十
二
年
六
月
に
か
け
て
の
講
義
筆
記
で
、
日
本
美
術
史
、
支

那

美

術

略

史
、
日
本
彫
刻
史
、
日
本
金
工
史
か
ら
成
る
。
東
洋
考
古
学
に
つ
い
て

は
本
保

義
太
郎
筆
記
「
東
洋
考
古
学
」
（
富
山
県
立
美
術
館
蔵
）
が
あ
る
。
筆
記
の
時
期
は

前
者
と
同
じ
で
あ
る
。

今
泉
は
帝
博
に
大
正
四
年
一
月
ま
で
勤
務
し
、
傍
ら
文
展
審
査
委
員
や
各
種

博
覧
会
鑑
査
官
を
歴
任
し
、
古
寺
社
保
存
会
委
員
、
帝
室
技
芸
員
撰
択
委
員
も

っ
と
め
た
。
大
正
十
三
年
四
月
十
四
日
よ
り
昭
和
六
年
一
月
二
十
八
日
の
死
去

て
だ
け
で
な
く
、
茶
人
と
し
て
も
有
名
で
、
茶
道
関
係
の
書
物
を
多
く
所
蔵
す

る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
書
物
は
国
立
国
会
図
書
館
に
「
今
泉
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今泉雄作

物
館
美
術
部
長
兼
美
術
工
芸

部
長
に
転
任
し
た
。
彼
は
本

書
第
一
巻
に
記
し
た
と
お

り
、
本
校
創
設
に
係
わ
り
、

教
授
と
な
っ
た
の
ち
、
明
治

二
十
七
年
十
月
か
ら
同
一―-+
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